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Ⅰ　はじめに
近年，東国における中世後期から近世の市と市立てに関する研究が進展している．すなわち，
東国の市立てに際しては，遠隔地を巡る遍歴商人でもあった伊勢・熊野系統の神人・山伏などが
大きな役割を果たしており，『連尺
れんじゃく
之大事』や『市場之祭
さい
文
もん
』など，従来は偽文書として等閑に
付されてきた史料に光が当てられ，これら商人の由緒を語る史料の価値も再評価されている１）．
他方，畿内およびその周辺諸国においても，東国と同様の市立てに関する伝承と作法が存在し
ていたと想定される．そのひとつは，大和国の三輪山の麓に位置する三輪市を聖徳太子が開き，
三輪市を手本として新たに市を立てたとする伝承であり，他のひとつは，摂津国に鎮座する住吉
大社もしくは西宮神社に祭られる神を勧請する形で新たに市を立てたとする伝承である．
本稿で検討を加える大和国の法隆寺の周辺には，毎月，三日と八日に開催される六斎市の「龍
田市」と，四日に開かれる「広瀬市」，そして五日と十日に開催される六斎市の「常楽寺市」が
中世後期に併存していた．とくに，常楽寺市と龍田市は法隆寺門前の左右に位置し，法隆寺に伝
えられた『嘉元記』と『法隆寺別当次第』などの関連史料に，市立てに関する史料も残されてい
る．常楽寺市に関しては，中世における市立て・市神勧請の実態が判明する実例として注目され，
桜井英治氏２）・高田陽介氏３）・井上　聡氏４）などのすぐれた論考が報告されている．
けれども，従来の『斑鳩町史』や『安
あん
堵
ど
町史』をはじめとする諸研究においては，常楽寺市の
現地比定自体に誤認があり，常楽寺市が立てられていた正しい現地に即した関連史料の解釈と復
原が必要であると判断される．また，龍田市に関しても，現地に即したより詳細な市立ての作法
の復原が可能であると考えられる．
本稿では，常楽寺市に関する桜井氏・高田氏・井上氏の論考と，中世の奈良町に開催された市
に関する永島福太郎氏５）と安田次郎氏６）などの論考，さらには，中世の市と流通に関する総合的
な復原と検討を試みている藤田裕嗣氏７）の研究に導かれつつ，中世における市立ての作法と市の
実態に関して，若干の再検討と復原を試みることとしたい．
Ⅱ　「常楽寺市」の市立てとその特徴
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Ⅱ－１　常楽寺市の現地比定
法隆寺の門前に立てられた常楽寺市に関しては，上記の『嘉元記』８）と『法隆寺別当次第』９）に，
市立てに関する経緯が詳細に記されている．それによれば，延文４年（1359）の６月５日に常楽
寺市が立てられたことが明記されている．これまでの研究によれば，常楽寺市は法隆寺の門前で
はなく，法隆寺の東南約2.5㎞に位置する安堵町の常楽寺の周辺において立てられたと考えられ
てきた．
堀池春峰氏が『斑鳩町史』10）において安堵町説を述べられ，『角川地名大辞典』や近年の『安堵
町史』11）においても，この通説が引かれて図示されている（図１）．また，『嘉元記』に記された
常楽寺市の市立てに
関する最新の研究で
あり，より正確な史
料の訓読と解釈を試
みた高田氏の論文に
おいても，常楽寺市
の現地比定に関して
は，堀池氏の通説に
基づく『安堵町史』
を容認して論を進め
ている．
中世における市立
てに関する希有の一
次史料が残された常
楽寺市に関する現地比定が誤認されてきた主な要因は，偶然ながら，法隆寺の近辺にふたつの常
楽寺が存在していたことにあると判断される．
まず，従来より常楽寺市に比定されてきた安堵町にも，確かに古い伝承を有する常楽寺が存在
していた．その常楽寺とは，聖徳太子の建立と伝えられる真言宗の常楽寺であり，太子建立と言
う伝承が誤認の一因となったと考えられる．地元では，太子建立の伝承を有するものの，常楽寺
市に関する伝承は伝えられていない．
他方，法隆寺門前の東南約400ｍの位置にも，同名の常楽寺がかつて存在していた．こちらの
常楽寺は浄土宗で，文字通り法隆寺の門前に位置し，西院伽藍（法隆寺）と東院伽藍（夢殿）の
ほぼ中央南に位置している．西院伽藍の東に位置する東大門を南に少し下った場所に当たる．こ
ちらの常楽寺は，明治初期の廃仏毀釈によって廃寺となり，その跡地は現在では法隆寺幼稚園と
なっている．中世の市として著名な常楽寺市が通説の安堵町の常楽寺ではなく，法隆寺門前にか
つて存在した常楽寺の地に立てられていたとの考えは，以下の諸点によって補充されよう．
まず第一に，法隆寺の直接的な影響下に立てられた常楽寺市が，法隆寺から2.5㎞もの距離を
有していたとは考えがたいことである．法隆寺の門前に同名の常楽寺がかつて存在していた場合，
可能性としてはまずこちらを想定すべきであろう．法隆寺の伽藍の東西には，東郷
ひがしさと
・西
にし
郷
さと
と称さ
れる小規模な都市的景観を有した集落が中世より形成され，今日でも東里
ひがしさと
・西
にし
里
さと
と通称されてい
96
図１　通説の「常楽寺市」と「龍田市」（『安堵町史』より）
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る．市が開催された常楽寺は，南北朝期に成立した『寺要日記』12）においても「東郷常楽寺」と
明記されており，鎌倉期には建立されていたことが確認できる．一方，通説の安堵町の常楽寺は
法隆寺から2.5㎞もの距離を有し，安堵郷に属していたと判断され，法隆寺膝下の東郷に属して
いたとは考えがたい．
第二に，前者の安堵町の常楽寺周辺には市に関する伝承が残されていないのに対して，法隆寺
門前にかつて存在した常楽寺のすぐ東南には，現在でも「市場」と呼ばれる地域が現存する．か
つては主に魚を商う市であったとの伝承を有し，鮮魚店も現存している．寛政３年（1791）に刊
行された『大和名所図会』13）には，「常楽寺　法隆寺村巽古市場に一宇かたぶきながらのこりてあ
り云々．聖徳太子四十六箇所御建立の其一つなり．」と記されている．法隆寺村の巽（東南）に
「古市場」と呼ばれる地区があり，荒れ果てた常楽寺の本堂一宇のみがかろうじて残されていた
ことが判明する．そして，太子建立の46か院の１つであるとの伝承も有していたのである．
第三に，法隆寺に所蔵される現存最古の境内および周辺の絵図であると判断される近世前期の
「伽藍境内絵図」14）にも，東大門の東南に小さな伽藍が描かれており，常楽寺と明記されている．
この絵図では，常楽寺境内の中央やや南に本堂が存在し，南西には南北に細長い小さな建物が描
かれている．
さらに注目されるのが，同じく近世に作成された『和州法隆寺之絵図』15）である．この絵図に
おいても，東大門の東南に
常楽寺の伽藍が彩色を施さ
れて描かれている（図２）．
東西にやや細長く描かれた
境内の中央やや東よりに，
常楽寺の本堂が南向きに描
かれ，本堂のまわりに３本
の松も描かれている．また，
常楽寺の南門を出た左手
に，小さな朱色の社がふた
つ描かれている．この境外
のふたつの小社が，常楽寺
の鎮守であり，常楽寺市の
市神でもある夷
えびす
社と，後に
勧請された広田殿（広田社）
と十羅刹
じゅうらせつ
（十羅刹女社）で
ある可能性が高い．
第四に，近世にまとめられた法隆寺に関する百科事典的な書物である『斑鳩古事便覧』16）には，
法隆寺に属する伽藍のひとつとして常楽寺の項目があり，五間四方の本堂を有し，その内に本尊
の大日如来（四尺二寸）と，二尺八寸の阿弥陀・宝勝・薬師・釈迦の諸像を配する五智如来が祀
られ，東郷の刀
と
禰
ね
が支配していることが記されている．毎年３月にこの本堂に法隆寺一山の僧侶
が群参して大般若経を転読し，鎮守社として「戎
えびす
神」を勧請していると明記されている．すなわ
図２　和州法隆寺之絵図
ち「戎社　一本社恵美子　〇常楽寺鎮守也．毎年三月朔日．大般若経修行時．関白祭文勤之．古
自市場中有神祭．」と記されている．
また，法隆寺長老の高田良信師のご教示によれば，明治維新で常楽寺が廃寺となり，大日如来
座像をはじめとする常楽寺の諸仏は法隆寺へ移納され，伝法堂に安置された．
これらの４点を総合的に勘案した場合，法隆寺門前にかつて存在していた常楽寺（現在の法隆
寺幼稚園）周辺の地が，中世において常楽寺市が立てられた場であると判断して良かろう．
なお，天明８年（1788）の『法隆寺村明細帳』17）によれば，常楽寺の境内地として，２反５畝
６歩が書き上げられている．また，同年の他の史料には，
法隆寺村に属する町の名として，本町・藺町などと並んで
「市場」が明記されている．さらに，近世前期の作成と推
定される『法隆寺村絵図』18）にも，法隆寺の門前に常楽寺
が描かれ，28間× 27間の境内を有していたことが記され
ている．さらに，明治前期の地籍図（図３）によれば，常
楽寺の境内はすでに２反５畝６歩の畑となり，その南にわ
ずか２歩の面積ではあるが，「社地」が除地となされてい
る．この除地が図２に描かれた夷社と広田殿・十羅刹女の
社地であると判断される．
Ⅱ－２　常楽寺市の市立てとその作法
中世において開催されていた常楽寺市の場が確定されたことにより，『嘉元記』に記された市
立ての史料に関して，現地に即して再検討を加えることとしたい．以下に，常楽寺市の市立てに
関する史料を引くことにしたい．
史料１　一，延文四年巳亥六月五日，常楽寺市立始． 同日，擬市祭，引遷
於三経院前．六月会之両座，猿楽仕．両座共，三石宛給了．惣之沙汰．五月十二日，
新市之地引．同，土公．一反切別二斗宛，所当也．同廿四日，荒神供． 五月
廿七日夜，夷御神鏡，本社ヨリ御来向． 同廿八日，夷御社造立畢．十月八日夜，
広田殿，本社ヨリ奉入了．高蔵巫．此市施主，高蔵巫．次歳二月廿二日，十羅刹，且三
躰，御社へ奉入了．
延文４年（1359）の６月５日に常楽寺市の市立てが始められている．まず，市立てに際しては，
法隆寺の惣寺から，新市の初日に招かれた市座の人々に，繁唱酒一瓶ずつが下行されている．ま
た，市神を祭る社の拝殿を，中世において法隆寺の修造事業をおこなってきた律宗の北室院が造
営している．
また，同日に市祭が執り行われている．本来であれば，新市が開催される常楽寺市の地におい
て市神が祭られるはずであるが，特別に，法隆寺の西院伽藍の西に位置して太子を祀る三経院の
前において，市祭に擬
なぞら
えて執り行われ，六月会に奉仕する東西の両座が猿楽を奉仕している．そ
の両座の猿楽に対して，やはり法隆寺の惣寺からそれぞれ三石（の米）が給されている．
高蔵巫，
奉入之．
栗毛岡・奈良野田．
皆料一貫文．陰陽師也．
如法，繁唱酒一瓶宛，座々下行．惣寺之沙汰．
銭一貫七百文，出来．為拝殿造営，北室進置．
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図３　明治前期の地籍図
旧常楽寺
社地
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一方，それに先立つ５月12日に，新市の現地において地引き，すなわち市の区画の確定がお
こなわれ，１反切（１反の10分の１）につき２斗（すなわち１反につき２石）と言う高めの所
当が定められ，「犯
ぼん
土
ど
」（大地の掘削を伴う土木工事）に関連して，土を司る陰陽道に基づく土
ど
公
くう
（神）の祭りがおこなわれている．さらに，５月24日にも同じく陰陽道に基づく荒神供の法要が
執り行われている．この荒
こう
神
じん
供
ぐ
を執り行ったのは，近隣の陰陽師ではなく，奈良の陰陽師が招か
れて，米一石が下行されている．「栗毛岡」は不詳であるが，「奈良野田」は東大寺東南の若草山
山麓に位置する地域（現在の雑
ぞう
司
し
町）にあたる．若草山山麓の野田郷と春日山山麓の幸
さ　い　わ　い
郷には，
幸
こう
徳
とく
井
い
氏をはじめとする陰陽師が居住し，室町期の『大乗院寺社雑事記』には度々その活動が記
されており，近世においても野田山上村には２軒の幸徳井氏が住んでいた 19）．その実名は判明し
ないが，南都の陰陽師が招かれて荒神供が執り行われていたことが判明することは貴重である．
次いで，荒神供の３日後の５月27日夜には，常楽寺市の市神となる夷神の神鏡が本社（摂津
国の西宮社）より到着し，この市の新設を主導した高蔵巫
か　ん　な　ぎ
が神鏡を夷社の社殿に祭り入れ，翌
28日に夷社の造立を終えている．また，およそ４か月後の10月８日の夜には，同じく商売の神
を祭る摂津国の広田社より市神として広田殿も勧請されている．さらに，翌年（1360）の２月
22日には，市神として十羅刹（女
によ
）も追加して祭られている．
畿内における中世の市立てに際しては，市神として，西宮社の夷神もしくは住吉社の神など，
唯一の市神ではなく，摂津国より西宮社と広田社など複数の諸神を勧請していた実態が判明す
る．
なお，法隆寺と共に常楽寺市の開設を主導した高蔵巫に関しては，従来の刊本では高蔵聖
ひじり
と読
まれてきた．高田陽介氏は高蔵巫
か　ん　な　ぎ
と読む斬新な説を提示し，法隆寺の鎮守社である龍田社周辺で
活動する男巫である可能性を述べているが，その詳細な実態や活動は残念ながら不詳である．
Ⅱ－３　常楽寺市の実態と戎講
『嘉元記』には，常楽寺市が開催された具体的な市の場所を記載してはいない．けれども，明
治初期まで常楽寺が存在していた現在の法隆寺幼稚園（写真１）に接して，その東南域に今日に
おいても「市場」と通称される地区が確認できる（図４）．
現在の「市場」地区は，旧常楽寺の南を東西に通る幅1.5ｍほどの細い道に沿っている（写真
２）．道の北西に５軒と道の東南に10軒の，合計15軒が「市場」と通称されている．地元の古老
によれば，現在では市は開かれていないが，上記のように，昔は「魚の市場」であったとの貴重
写真１　旧常楽寺跡
（奥は法隆寺幼稚園　手前は小社跡の畑）
写真２　「市場」地区
な伝承を有しており 20），現在も東南
の角に鮮魚店が営業を続けている．
もとより，現在の「市場」地区の
みに，中世において常楽寺市が開催
されていたと速断することはできな
い．すでに藤田氏が指摘しているよ
うに，中世の市の地割が今日まで明
瞭に残されている事例は希有であ
り，現在見られる地割の大半は近世
以後の地割である．15軒からなる
現在の「市場」地区の地割も，近世
以後のものと判断すべきであろう．
上で述べた『嘉元記』に記された１
反切（１反の 10分の１）単位の地
割に比べれば，現在「市場」地区で認められる地割は大きに過ぎ
ると判断されよう．また，常楽寺の境内において市が開催されて
いた可能性も想定しておく必要があろう．
15軒で構成される「市場」地区では，今日も，毎年，正月 10
日に「戎
えびす
講」がおこなわれている．午前 11時頃に上
か
宮
みや
の妙覚寺
住職である田中氏が来て読経をおこない，戎講を開催している．
戎講では，高さ 80㎝ほどの小さな木造の社（写真３）を共有し
ており，その中に近世以後のものと想定される身の丈10㎝ほど
の小さな土づくりのご神体２体（恵美須と大黒か）が祀られてい
る．この小社は，「市場」地区の各家の間を反時計まわりに１年
交替で廻され，当番の家の床の間に安置されている 21）．
なお，かつて常楽寺の境外に祭られていた市神としての夷社が，
今日，戎講として「市場」地区の各家を廻っている戎社であるのか否かについては速断できない．
明治初期の神仏分離令に際して，法隆寺においても神仏の分離が実施され，伽藍内外から神道に
関連するものが撤去された．東院伽藍（夢殿）の北方に位置する天満池の東の丘陵上に鎮座する
斑鳩
いかるが
神社（旧天満社）の境内には，明治２年に移された惣社・五所社・白山社・大将軍社などと
ともに，由緒不詳の恵
え
美
び
須
す
社が祭られている．この恵美須社が旧常楽寺の境外から移された市神
としての夷社である可能性も残されている．
Ⅱ－４　常楽寺市に居住する人々と市の経営
常楽寺市において具体的に売買されていた商品の名前を書き上げた史料は残されていないが，
居住していた住民の肩書きから推測することは可能である．
『衆分成敗引付』22）の永録９年（1565）２月13日の条によれば，「市場鳥屋善六ト云者，多聞山
へ先年被搦捕了．」と記され，法隆寺領の市場に居住していた「鳥屋善六」が，奈良の多聞山に
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図４　旧常楽寺（法隆寺幼稚園）と「市場」地区の民家（●）
㈱ゼンリンの「住宅地図」を基図として作成
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写真３　「戎講」の小社
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居城を新たに築造していた松永久秀のもとへ捕らえられ，釈放を申し入れたにもかかわらず殺害
されてしまった．常楽寺の市場とは明記されていないが，法隆寺膝下の常楽寺市に居住していた
住民であった可能性が高い．
また，井上氏が新たに紹介された貴重な関連史料 23）によれば，他にも多くの住民の名前と肩
書きが明らかとなる．すなわち，明徳１年（1390）と推定される史料によれば，常楽寺市全体で
総額３石弱の地子が10人によって負担されている．その多くは市に居住して商人を招く側の地
主（興行者）であり，招かれる商人と想定されるのは「カル物六郎」のみである．さらに，天正
５年（1577）に織田信長が松永久秀を攻め滅ぼした際に臨時的に賦課された『東郷棟別帳』によ
れば，市場の30棟分の棟別銭として５石２斗弱を26名が納入している．３棟を所有する刀禰の
孫九郎をはじめとして，地主か商人か判明しない事例が多いが，「鍛冶屋，干物屋，鳥屋，油屋」
などの肩書きが判明する．
なお，肩書きなどは不詳であるが，『嘉元記』によれば，市開設の翌年である延文５年（1360）
６月15日の夜，「常楽寺市場五郎男之家ヲ，山田ヨリ寄テ焼畢．」と記されており，市の開設か
ら１年の間に常設的な家（市場在家か）が建てられていたことが判明する．また，同年の11月
20日の条には「常楽寺市ノ祭於市場夷前在之．楽頭中小路座楽師田楽，奈良之新座田楽，一円
ニ参勤．如法殊勝，禄物三貫文給了．料足ハ市ヲ勧，或ハ刀禰任料少分加．」とあり，常楽寺市
が法隆寺と高蔵巫の主導のもとに継続して開催され，市神である「市場の夷」の前で地元の中小
路の田楽や奈良の新座の田楽などが催され，盛大な市神祭が開催されていたことが判明する．
延文４年（1359）年の市開設の規定によれば，常楽寺市の地子は１反切（１反の 10分の１）
に付き２斗と定められていた．明徳年間（1390～1394）前後の地子（所当）は，ほぼ３石から
４石の間で変動していた．実際に常楽寺市で営業していた市座の数はもとより判明しないが，地
子の４石を２斗で割った場合，市はおよそ２反の面積を有していたことになろうか．仮に，１反
切に市場在家１軒と仮定した場合，常楽寺市にはおよそ20軒の市場在家が建っていたことにな
ろう．
同じく，井上氏が紹介された永録８年（1565）から同 12年（1569）の『津料納帳』と，弘治
３年（1557）から同４年（1558）の『間市津料納帳』には，法隆寺が経営していた常楽寺市から
徴収していた津料の具体的な額が記されている．
史料２　　註　津料納帳
合永録九年丙寅九月沙汰人　頼弘
有助
五日　一貫四百八十四文　内悪銭
百五十文
十日　八百四文　内悪銭百文
十五日　一貫参百十三文　内悪銭百二文
廿日　　一貫百四十五文内　百文悪銭
廿五日　八百八十五文　百文悪銭
晦日　　一貫廿二文内　七百四十二文悪銭分
以上六貫六百五十九文内　七百四十二文悪銭分
六百文下行
二百津料屋之屋祢ふくニ下行被成也
以上残五貫百十七文綱封倉へ入了
毎月６回（５日と10日）開催されていた常楽寺市に集う商人たちから，領主である法隆寺は
「津料」と称する税を徴収していた．上記の史料に基づけば，市日ごとの津料が記載されており，
永録９年（1566）９月には総計で６貫659文が徴収され，必要経費が引かれて，５貫117文が法
隆寺の経済の中心に位置した綱封倉に納められた．津料徴収の会計年度が９月から翌年の８月ま
でであったことも，すでに井上氏によって指摘されている．井上氏が示された史料と表に基づけ
ば，永録年間の津料は40貫文余から50貫文余であり，必要経費を引いた30貫文余から40貫余が
綱封倉に納入されている．
問題は，これらの津料がどの場所において徴収されたかである．従来の説によれば，常楽寺市
が開設された位置を安堵郷に比定していたために，その東を流れる岡崎川もしくはその支流に津
料徴収するための「津料屋」が設けられ，「津屋衆（取手）」が詰めていたと想定されていた．
けれども，常楽寺市が開催された場所が安堵郷ではなく，法隆寺門前の東郷であることを勘案
した場合，異なる理解も可能である．まず想定されるのは，西側の龍田川に架かる現在の龍田大
橋（図５のａ地点）
である．大坂方面か
ら来る場合，商人た
ちが必ず通行せざる
をえない唯一の橋で
あり，津料徴収の場
所としてはふさわし
いが，龍田郷は法隆
寺の支配する領域で
はなく，興福寺の国
人であった龍田氏の
支配する領域である
ため，その可能性は
低いと判断される．
第２の想定は，奈良から来る場合に必ず通行せざるをえない奈良街道上の富
とみ
雄
お
川に架けられた
ｂ地点の橋の場所である．この場合も，法隆寺の支配する領域内ではなく，対立する小泉氏の支
配する小泉郷内の橋であるため，その可能性は低いと判断せざるをえない．
第３の想定は，大和川の主要な支流である佐保川に架けられた板屋ケ瀬橋（ｃ地点）である．
大和川を南北に越える街道と橋は限られており，その意味では津料を徴収するには条件の良い場
所である．しかし，この橋もまた，すぐ北東に位置する西大寺末の律宗寺院である額
かく
安
あん
寺
じ
が橋を
管理し，橋の傍らには同じく額安寺が管理する地蔵堂も建立されていた．板屋ケ瀬橋においても，
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法隆寺による橋の管理と津料の徴収は想定しがたい．
残された第４の想定は，富雄川の下流に架けられた現在の安富橋（ｄ地点）である．大和国の
南部から商人たちが訪れる場合，先の板屋ケ瀬橋と共に必ず渡らざるをえない橋である．他の３
か所の橋が他領であるのに対して，安富橋は法隆寺領の興
おき
富
とみ
郷の地となっており，可能性として
はもっとも高いと判断される．『衆分成敗引付』の大永６年（1527）の条によれば，「興富助次郎
一家中，津料分故実之事，綱封蔵修造之功太切之間，其下知在之者也．」と記されている．林
幹弥氏 24）は，法隆寺領の興富郷の庄屋と想定される助次郎が，富雄川の津料の収納に当たって
いたものであろうとの見解を述べられている．やや史料の意味を取りずらいが，上記の他の橋の
状況なども勘案した場合，林氏の理解に基づくことがもっとも整合性があるように思われる．
『嘉元記』の貞和４年（1348）６月１日の条によれば「夜，依雨大水，富河橋，下河原橋，御
輿河原橋流失了．」と，３つの橋が流されている．流された富河橋は，同じく『嘉元記』の同３
年（1347）11月６日の条に「富河之高橋供養在之」と記された高橋に相当し，富河（現在の富
雄川）の高橋において津料が徴収されたことを想定の射程内に入れておくこととしたい．
なお，同じく井上氏が紹介された『間市津料納帳』によれば，常楽寺市では，弘治３年（1557）
頃には正規の５日と10日の六斎市の他に，毎月，２日と７日ごとに，本来の市日の間に販売品
目などに制限が加えられた小規模な新市が開催されていたようである．『間市津料納帳』には，
『津料納帳』と同じく市日ごとの間市津料の合計と必要経費などが書き上げられている．それに
よれば，弘治３年９月の１貫357文を最高として，４年１月には15文とわずかである．３年９月
には１貫357文の津料が徴収され，必要経費として450文が津料徴収にあたった取手に下行され，
50文が「夷神楽」の費用となされ，残りの857文が綱封蔵へ納入されている．
法隆寺が支配した常楽寺市に関して，次の関連史料にも言及しておきたい．嘉慶１年（1387）
の『応安年中以来法隆寺衙日記』の８月20の条には「一，市場借屋可懸年貢事」と記されてお
り，常楽寺市に「借屋」が建てられて年貢が課されていたことが判明する．また，『嘉元記』の
元弘２年（1332）11月19日と建武２年（1335）３月29日の条によれば，法隆寺の寺僧である慶
朝と慶祐が常楽寺の別当に就任するに際して，法隆寺に米１石を納入する他に，地元の東郷の俗
人の有力者である刀禰（５人）らにも酒やイモなどの任料を納めている．常楽寺市の運営におい
て，在地の有力者である刀禰の果たす役割の大きさを窺い知ることができよう．
Ⅲ　「龍田市」の市立てとその特徴
Ⅲ－１　龍田市の現地比定
龍田市は法隆寺門前の南西およそ１㎞に位置する著名な中世の市である．前述の常楽寺市とは
異なり，法隆寺が直接的に関係する市ではなく，龍田郷の領主であった龍田氏が祭祀権と検断権
などを有していた．けれども，法隆寺の建立に先立ち，聖徳太子が適地を探し求めていた折りに，
太子に斑鳩の地を示したのが龍田の神である．その由来をもって法隆寺近くに遷座した龍田新宮
（現在の龍田神社）は，古来，法隆寺の総鎮守社の位置を与えられ，法隆寺との関わりも深く，
法隆寺の寺僧が市神の祭りにも関与していた 25）．
龍田市が開かれていた市の場所は，古くより奈良（龍田）街道が東西にはしり，その南北に街
村状の町屋が立ち並ぶ，現在の斑鳩町龍田地区である．街村状の町屋は東西およそ１㎞にわたっ
て立ち並んでおり，そのほぼ中央北側に龍田神社が鎮座している．近世前期の慶安１年（1648）
に描かれた村絵図 26）（図６）
においても，すでに今日と
同じ景観の家並みが描かれ
ている．
なお，『嘉元記』の貞和
２年（1346）10月 28日の
条によれば，「龍田西口地
蔵堂供養在之」と記されてお
り，市が開かれた龍田の町
並みの西口には地蔵堂が建
立されていたことが判明す
る．この地蔵堂は，中世に
おける龍田の町並みの西を
限る結界としての意味を有
していたと想定される．他
方，町並みの東を限る結界
の位置を占めていたのは龍
田新宮であった．近世前期には，すでに龍田新宮の東まで町並みが建てられていたが，近世初期
の町並みは龍田新宮までであったとの伝承を伝えている．仮に，この伝承が確かなものであるな
らば，中世において開催されていた龍田市の場所は，西口の地蔵堂から東口の龍田新宮までの間
と想定されよう．
Ⅲ－２　龍田市の市神勧請
南北朝期に法隆寺内の年中行事がまとめられた『寺要日記』には，寛元１年（1243）の条に龍
田市の市神勧請が記されている．
史料３　一，夷勧請根元事
寛元元年癸卯三月廿二日夜，西宮・南宮・広田殿等，始奉移龍田新宮西浦畢．（中略）
夷ノ祭礼ノ始ハ，当寺へ御輿ヲ奉ニ入付テ，両郷并近隣近郷渡入テ，入替々々猿楽ヲ
仕キ．（中略）当寺ノ両郷モ各年ニ打替テ致其沙汰．甲歳ハ東郷，乙歳ハ西郷当也．
去ル延慶四年辛亥歳ニテハ龍田一村，三里一村渡入テ，猿楽仕キ．其後ハ，一向当寺両
郷ノ役トシテ，隔年ニ勤仕．（中略）貞和三年丁亥三月廿三日，西郷始之．其以来毎年，
両郷職者，猿楽無退轉者也．（後略）
この史料は，中世前期における具体的な市神勧請に関する史料としても著名であると共に，市
神の祭りに際して近隣の郷によって猿楽が勤仕されたことでも有名であり，芸能史の研究におい
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ても古くから言及されてきた重要な史料である．また，大和国を代表する中世都市である奈良町
には，興福寺の六方衆が開設した南市をはじめとして，同じく興福寺の学侶が開設した高
たか
天
ま
市や，
中市など複数の市が開設・併存していた．もっとも古くに興福寺の一乗院によって開設された北
市の開設年代も鎌倉中期と伝えられるのみであり，南市の開設も 1290年頃と想定されている．
鎌倉中期に開設された龍田市は奈良の北市の開設とほぼ同じ時期である．北市と異なり，上記の
ような詳細な市立ての史料が伝えられていることも希有であると判断される．
寛元１年（1243）３月23日の夜，龍田市の市神として龍田新宮の西側に勧請されたのは，摂
津国の西宮
にしのみや
・南
なん
宮
ぐう
・広田殿の三社であったことが判明する．勧請された西宮（社）が現在祭るの
は蛭
ひる
児
こ
神と大国主神である．次の南宮は，西宮社の境内の南に祭られた広田社別宮の南宮を意味
して浜の南宮とも称され，その境内の小社として戎社が祀られて「戎三郎殿」とも呼ばれてきた．
商売繁盛を祈願する戎社と戎三郎殿は，当初は別々の社であったようであるが，後に戎三郎殿と
して一社にまとめられたと考えられる．そして，広田殿とは同じく商売繁盛の夷神を祀る広田社
を意味する．広田社は南北両社からなっており，山麓に鎮座する北社が本宮であり，南の海辺に
鎮座するのが上記の西宮社境内の南宮である．
史料１として示した延文４年（1359）の常楽寺市の市神勧請の事例（西宮と広田殿と十羅刹女）
と同じく，それに先立つ寛元１年（1243）の龍田市の市立てに際しても，摂津国より商売繁盛の
神を祭る西宮・南宮・広田殿の３社の神が勧請されていたのである．鎌倉期および南北朝期にお
ける斑鳩地域の市立てに際しては，先に市立てされていた市に祭られていた近隣の市神を勧請す
るのではなく，上記の本社から，別途正式に勧請されていたことが判明する．
史料４　一，文和三甲午三月五日，為龍田八講社参ス処，龍田八郎巫ト云老者出仕在之．得便宜相尋，
当所夷御前御来臨之年季之処，我身者今年九十九歳ニ罷成．我母ノ巫出御峰，高タナ・
高ミテクラヲコシラヘテ，マネキ勧定シ奉ルニ，雲ノソヒクカ如ニシテ，御影向云々．我二
三歳間ニテ候ト申．
『嘉元記』に記されたこの文和３年（1353）の条によれば，龍田新宮に属する99才の八郎と称
する男巫がおり，彼の記憶に基づけば，市神の勧請に際して，龍田新宮の女巫であった彼の母が
高棚と高幣などを準備して，市神としての夷神を西宮社から勧請したと伝える．龍田市の市立て
に際して夷神が勧請されたのは寛元１年（1243）であり，この間におよそ百十年が経過しており，
勧請の年に「我二三歳間ニテ候」との記載とは十数年の齟齬を生じることとなる．八郎巫の記憶と
口伝がすべて事実であると認定することはできないが，彼の母であり，龍田新宮に属する女巫が
夷神を勧請したとの伝承は貴重である．
また，『嘉元記』の延慶４年（1312）の条によれば，「三月廿三日，夷祭西郷也．龍田一ムレ猿
楽スル．」と記されており，龍田市においては，毎年，市神として夷神が勧請された３月22日の
前後に市祭りがおこなわれていたことが判明する．
龍田市に勧請された市神の諸社を具体的に描いた中世から近世の絵図が法隆寺に数枚残されて
おり，年代順に検討を加えることとしたい．
龍田新宮とその周辺の景観が描かれた現存最古の絵図は，永正４年（1507）の「龍田大明神旧
絵図」27）である．この絵図では，ほぼ中央に龍田新宮の楼門と拝殿が描かれ，境内の西側のほぼ
中央に拝殿が位置し，東向きの
「蛭子
えび す
御前」の小社（ａ）と右上
に「十羅刹」の小社（ｃ）が，北
東隅に「広田御前」（広田殿）の
小社（ｂ）が南向き描かれている
（図７）．摂津国から勧請された龍
田市の市神が，一か所（一社）に
合祀されていたのではなく，龍田
新宮の境内西側に接して蛭子社が
勧請され，広田殿は北におよそ
100ｍほど離れた山麓に勧請され
ていたことが判明する．摂津国か
ら同時に勧請された市神が，同一
の社に合祀されず，このように離
れた小社に別々に祭られた理由は
不詳である．
次いで，文化５年（1808）の
「龍田新宮絵図」28）に龍田新宮の境
内が描かれ，その西側に拝殿と４つの
小社が描かれており，その内の一社
（ａ）が蛭子社である（図８）．また，
やはり少しばかり離れた山麓に広田社
（ｂ）が描かれており，両社の配置関
係には，上記の永正４年の絵図と大差
はないと考えられる．さらに，明治２
年（1869）の「竜田新宮境内建物配置
図」が伝えられており，北の山麓に広
田社を描き，龍田新宮の西隣に蛭子社
を描く配置に大きな変化は生じていな
い．
これら３枚の絵図を勘案した場合，
遅くとも，寛元１年に市神が勧請され
た当初より，二か所に別れて市神の小
社が造営され，それぞれが祭られてい
たと考えざるをえない．
なお，永正４年（1507）の絵図に先
行する関連史料として，『法隆寺別当
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図８　龍田新宮絵図
恵比須社（ａ） 広田社（ｂ）
図７　龍田大明神旧絵図
蛭子御前（ａ） 広田御前（ｂ） 十羅刹（ｃ）
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次第』がある．同史料の元応２年（1320）３月２日の条によれば，「竜田閑道桜池堤ヨリ，国府
後前広田殿東始造．」と記されている．鎌倉末期においても，広田社が蛭子社とは別に鎮座して
いたこと，その位置は法隆寺から南廻りで訪れる龍田（奈良）街道沿いではなく，北の山麓に存
在した桜池の堤沿いに新設された閑道に沿っていたことが判明する．勧請の当初から，広田殿
（社）は龍田新宮の北の山麓に造営・鎮座していたと考えて良い．
現在でも，両者は別々に祭られている．龍田神社境内の西側に３つの小社が造営されており，
手前左端の朱塗りではない小社に恵美須（神）が，手前右手の朱塗りの小社に広田神社と粟島神
社・祇園神社が合祀されている（写真４）．
年欠の『龍田大明神御事－龍田大明神縁起－』29）によれば，「夷三所， 十羅刹，
広田社三所，北山本有之，」と記載されている．史料には残されていないが，常楽寺市の市神と同じく，
十羅刹（女）も勧請されていたことが判明する．先に述べたように，中世における斑鳩地域の市
神勧請に際しては，西宮・南宮・広田殿と共に，十羅刹女を祭ることが基本であったと判断され
よう．
Ⅳ　鎌倉・南北朝期と室町・戦国期の市立て・市神勧請・市祭りの変化
東国においては，『連尺之大事』や『秤
はかり
の本
ほん
地
ち
』など，戦国期から近世前期の市立てに関する
由緒の史料が複数残され，菊地利夫氏 30）と千葉徳爾氏 31），石井　進と徳江元正氏ら 32）によって
すでに紹介され，その重要性が指摘されている．
次の史料は，従来あまり注目されていないものであり，その一部を引くこととしたい．
史料４　　　（前略）摂津国留西宮大神現，大日本為鎮守後恵美子ト現，市町ノ売買之事示申故，
商人之祖神也，（後略）
一，末代市町連尺商ト申事者，人王三十一代用明天皇御子聖徳太子，西宮大神御心示合，
二世安楽万民為結縁，於大和国三輪里ニ六済之市ト申事興行有，西宮大神恵美 商人
ト現，国里廻万財宝求市場ニ出シ，万民寄集望之物売与給，聖徳太子其中ニ御殿建，高
座荘仏法説教給，是大日本仏法弘道始也，（後略）
文禄二癸未二月八日
右此巻，雖為連尺大事，信敬依深六祖之秘法
夷ノ正面，
南向，
西別所有之，東向，
ヒルコノ尊，
写真４　恵比須社（左手奥） 広田神社（右手）
写与之可惶敬毛の也
伊　勢　守
木嶋道金殿
この史料は，伊勢崎市の木島家に伝えられた『市祭文』33）である．末尾には，伊勢守が文禄２
年（1593）に木島氏の先祖にあたる木嶋道金に写し与えた「連尺大事」の巻き物であると記され
ている．内容的にも，これまでに東日本各地で発見・紹介されてきた他の連尺商人の巻物と大差
はないと判断される．また，この史料のさらに末尾には，「人王三十五代推古天皇御宇，吉貴八
辛酉歳，是命州々ニ，肇立ツ六斎市ヲ，自三輪始，（中略）至貞享元甲子歳，一千九十二年」と
追記されており，近世前期の貞享１年（1684）に写されたものであることが判明する．
同じく，木島家に伝えられた宝暦10年（1760）の『商人頭木嶋氏由緒書』34）によれば，かつて
同家は小田原の北条氏直に属し，上野国内の金
かな
山
やま
城と館林城の攻撃に際して手柄をたて，金井宿
に居住して，天正11年（1583）に百貫文の領地の朱印状を頂戴したと述べる．そして，２年後
の天正 13年（1585）に金井宿の「町人頭
がしら
」と「連雀
れんじゃく
頭」に任じられ，その後，前橋城下の連雀
町に居を移して，「連雀店頭」を代々勤めてきたとの由緒が述べられている．
また，同史料によれば，天正13年に「連雀商人頭」を仰せ付けられた折りには，市神として
の牛
こ
頭
ず
天
てん
王
のう
の社は未だ造営されておらず，幣束を祭るばかりであったが，天和年中（1681～
1684）に商人たちの寄付によって牛頭天王の小社を造営し，初市の祭礼などの神事を謹仕したと
も伝えている．文化頃（1804～1818）と想定されている史料には，牛頭天王の祭礼として，正
月の初市と，六月の祇園祭礼の祭りが執り行われていたことが確認できる．
桜井氏の研究によれば，戦国期から近世前期においては，日本における市の発祥を摂津国の住
吉市に求める「住吉市発祥説」と，大和国の三輪市に求める「三輪市発祥説」が存在していたこ
とが指摘されている．桜井氏が提示された関連史料は，住吉市発祥説をとるのは寛永２年（1625）
の会津・梁田文書，年欠の『京都御所東山御文庫記録』「住吉大神宮年中行事」所引の『拾芥抄』
の住吉相撲会の項であり，三輪市発祥説をとるのは延文６年（1361）に作成したものを応永22
年（1415）に書写したとの奥書を有する武蔵国の「市場之祭文」と，享禄年間（1528～ 1532）
に近江国の小幡商人が記した申文などである．
桜井氏が示されたこれらの史料のうち，検討に耐えうるのは，享禄年間（1528～1532）に記
された小幡商人の申文 35）である．申文に記された小幡商人の主張によれば，長野郷の一日市は
近江国の「親市」であり，大廊成清なる人物が，大和国の三輪市を学んで市立てをおこない，毎
年正月11日に初市をなしていることを述べている．また，寛永２年（1625）に記された会津・
梁田氏の書き付けによれば，鎌倉から会津に入部した蘆名氏の命により，梁田氏が京都に出向い
て市立ての作法などを学んで帰国し，至徳１年（1384）に市神として住吉明神を勧請して，正月
10日に市祭りを執り行ったとの由緒が記されている．
小幡商人の申文などによれば，遅くとも 16世紀の前半には，三輪市発祥説すなわち三輪市
（または住吉市）を頂点とする市の血統概念が成立し，長野郷の一日市を近江国の「親市」とす
る市の伝播思想がすでに成立していたことが読み取れる．史料４として示した上野国の木島氏の
『市祭文』も，三輪市発祥説に依る由緒を述べている．
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けれども，留意すべきは，中世における市立てと市神勧請に関する一次史料がきわめて少ない
ことである．大和国の龍田市（1243年）と常楽寺市（1359年）などを除けば，検討に耐えうる
確実な関連史料は希有である．
本稿で検討を加えた龍田市と常楽寺市に関する確実な市立てと市神勧請の実例と，桜井氏が検
討された上記の事例の間には，いくつかの点において，明確な相違が存在していると判断される．
すなわち，同じく大和国に位置しながらも，法隆寺の膝下に開設された龍田市と常楽寺市の関連
史料においては，三輪市を市の発祥地とする認識や，三輪市の市立ての作法を学んで市立てをお
こなったとの由緒は見い出しがたい．さらに，三輪市または住吉市の神を唯一の市神として勧請
しておらず，共に，摂津国の西宮・南宮・広田殿（および十羅刹女）など複数の神々を市神とし
て，別途，それらの本宮から勧請していた．
小幡商人が記した市の由緒と比較した場合，少なくとも，先行する龍田市と常楽寺市の事例に
関しては，三輪市または住吉市を日本の市の発祥地であるとする三輪市発祥説と住吉市発祥説も，
両市を頂点とする市の血統・伝播の思想も成立していたことは認めがたい．むしろ，摂津国の西
宮・南宮・広田殿を頂点とする，市の血統・伝播の思想が中心をなしていたと考えられる．また，
これらの諸社から市神を直接勧請する，対等の市立てと市祭りがおこなわれていたと判断され
る．
以上のように，桜井氏が検討された主に戦国期から近世前期の関連史料から導きだされた説と，
本稿で検討を加えた鎌倉期から南北朝期の関連史料から導き出された市立てと市神勧請の実態の
間には，大きな断絶が存在していることを指摘しておかねばならない．すなわち，桜井氏が見い
出した三輪市または住吉市を市の発祥地とする発祥説と，両市を頂点として市神を勧請する市の
血統・伝播の思想は，室町期から戦国期に成立した，新しい（別系統の）由緒・伝承である可能
性が高いように思われる．
仮に，この想定が正鵠を得たものであるならば，新しい（別系統の）由緒と伝承を記した『連
尺之大事』や『市場之祭文』などの由緒書きを所持し，各地にこれらの由緒・伝承を伝え，その
作法によって市立てと市神の祭祀を執り行った人々に関して，より正確な年代や実例など，本稿
と桜井氏の説の溝を埋める関連史料の発掘と検討が必要である．
Ⅴ　おわりに
本稿は，中世における市立てと市神の勧請の実態を明らかにするために，桜井氏・高田氏・井
上氏・安田氏，ならびに，菊地氏・千葉氏などの諸論文に導かれながら，法隆寺の膝下に開設さ
れた常楽寺市と龍田市を事例として，若干の復原と検討を加えたものである．本稿で得られたさ
さやかな成果は，以下のようにまとめることができよう．
第一に，延文４年（1349）に法隆寺の惣寺と高蔵巫によって開設された常楽寺市については，
従来の比定地に誤認が認められることが判明した．従来の通説では，常楽寺市は法隆寺の東南約
2.5㎞に位置する安堵町の常楽寺の周辺に比定されてきたが，法隆寺の東南約400ｍにかつて所
在した常楽寺（現在の法隆寺幼稚園）の地に市が立てられ，現在も「市場」地区が存在すること
が明らかとなった．
法隆寺には，膝下に位置した常楽寺の伽藍と，市神として勧請された夷社などが描かれた近世
以後の絵図や関連史料が残されており，市周辺の景観の復原を試みた．
また，常楽寺市に集う商人たちから津料を徴収した場に関しても，富雄川に架かる高橋（現在
の安富橋か）である可能性が高いことを想定した．
第二に，寛元１年（1243）に勧請された龍田市については，同じく，法隆寺に関連の絵図が残
されており，龍田新宮の西に西宮と南宮の２社が，およそ100ｍ離れた北の山麓に広田殿の小社
が，別々に勧請されていたことが判明した．
第三に，本稿で検討を加えた常楽寺市と龍田市に限れば，市神として勧請されたのは摂津国の
西宮・南宮・広田殿の３社（および十羅刹女も含む）であった．桜井氏が提示された三輪市また
は住吉市を日本の市の発祥地であるとする三輪市発祥説と住吉市発祥説も，また，両市を頂点と
する市の血統・伝播の思想も未だ成立していなかった可能性が高い．摂津国の西宮・南宮・広田
殿からそれぞれ別々に市神を勧請する，対等の市立てと市神勧請がなされていたと判断された．
すなわち，三輪市または住吉市を日本の市の発祥地とする説と，両市を頂点として市神を勧請
する市の血統と伝播の思想も，室町期から戦国期に成立した新しい（別系統の）由緒・伝承であ
る可能性が高いと想定される．また，西日本の市で多く祭られる恵
え
比
び
寿
す
をはじめとして，関東に
多い牛頭天王など，唯一の市神を祭る作法も新しい（別系統の）ものである可能性がある．
以上のささやかな仮説は，本稿で検討を加えた畿内の常楽寺市と龍田市にあてはまるものであ
って，無論，他の時代・他の地域の市にあてはまるものではない．今後，中世はもとより，近世
の中期～後期も視野に入れ，中島義一氏 36）や岡村　治氏などの諸研究 37）に学びながら，九州や
関東など，本稿で十分検討を加えることができなかった地域の市を事例として，関連史料の発掘
と再検討を進めることにしたい．
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市川英之（1991）「竜田と吉野」近藤直也編『座―それぞれの民俗学的視点』人文書院．
26） 前掲14）．
27） 〃 ．
28） 〃 ．
29） 神道大系編纂会編（1987）『神道大系神社編五大和国』神道大系編纂会．
30） 菊地利夫（1979）「会津盆地の修験山伏による定期市の市立とその歴史心理」歴史地理学会会報
103号．
31） 千葉徳爾（1980）「会津高田の市立方式についての修験の巻物」日本民俗学131号．
32） 徳江元正・石井進・網野善彦（1994）「鼎談・中世商人の世界」『列島の文化史』９号，日本エディ
タースクール出版部．
堀内　真（2001）「連尺商人と市と町」『中世都市研究』８，新人物往来社．
〃 （2005）「商人と『商人の巻物』と市」飯田文弥編『中近世甲斐の社会と文化』岩田書院．
33） 前橋市史編さん委員会編（1985）『前橋市史』第六巻・資料編１．
34） 前掲34）．
35） 中村研編（1981）『今堀日吉神社文書集成』上，雄山閣．
36） 中島義一（2001）「関東の定期市再考」駒沢地理37号．
〃 （2004）「市神考」駒沢地理40号．他
37） 岡村　治（1999）「近世における市町と市掛商人の展開」歴史地理学41－1号．他
鯨井紀子（2003）「近世関東における市場と高見世」歴史地理学45－3号．
付記　 中島義一先生と井上聡氏・堀内真氏には貴重な論文の抜き刷りをいただきました．また，現地
調査に際しては「市場」地区の皆様と，龍田神社宮司の奥様に多くのご教示とご配慮を，（株）ゼ
ンリンには「住宅地図」の複写・転載のご許可をいただきました．さらに，法隆寺の高田良信長
老には貴重なご教示をたまわり，法隆寺の皆様には貴重な絵図の転載のご許可をいただき，奈良
文化財研究所には法隆寺の絵図類を調査・収録した『法隆寺古絵図集』をご恵与いただき，絵図
の転載のご許可をいただきました．以上，記して心より感謝申し上げます．
なお，本稿の内容の一部は，2002年度の歴史地理学会の大会（於和歌山市立博物館）において
報告しました．
最後になりましたが，米寿をむかえられました菊地利夫先生に，学恩を感謝申し上げ，本稿を
謹んで献呈いたします．
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